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C 1　　　高血圧自然発症ラットの血圧に及ぼす食物繊維の相互作用

　　　　実践女子大家政　ｏ中川靖枝　河村雅子

　　　　国立栄研・応用食品　辻　啓介　市川富夫

　目的　高血圧自然発症ラット（SHR）における食物繊維の血圧低下作用に関する研究の

一端として，既に演者らはペクチン,アルギン酸塩,セルロースなどの降圧作用を認め報

告した．しかし，実際の食生活ではこれらの食物繊維を数種同時に摂取しているが，これ

らの間にどのような相互関係が生じるかについてはまだ検討されていない．そこで，今回

食物繊維としてペクチンとセルロースを単独あるいは２種類同時に与えた場合に, SHRの

血圧，ミネラル代謝，血中脂質レベルに及ぼす影響，併せて，ペクチンK 塩のＫ部分のこ

れらの方面に与える影響を検討したので報告する．

　方法　実験動物には23週齢雄性S H Rを用い, 1 ％NaC Iを含む半合成飼料を対照とし，

セルロース（結晶状アビセル）3 %群，低メトキシルペクチン･Ｋ塩3 %群，前群と同Ｋ量

KC I添加群，ペクチン3 %十セリレロース3 %群の計５群を設け, 1群６頭とし17日間飼育

した.飼料は蒸留水と共に自由摂取とし，血圧は5日おきにラット尾･動脈圧測定装置PS- 1

00 にて非観血的に測定した．実験終了前２日間，ラットを代謝ゲージに入れ，尿，糞を採

取した．血漿，尿，糞のミネラルは原子吸光法で，血漿脂質は酵素法で測定した．

　（結果）対照群の血圧は上昇し続けるのに対し，食物繊維・KC I群はいずれも５日目から

有意差をもって低下した．最終的には,セルロ-スよりはペクチン群で，単独添加より同

時添加で, K群よりペクチンＫ群でその上昇は抑制された.糞重量は繊維添加群で重く，

糞中へのNa, K , Ca排泄量および尿中へのＫ排泄量はペクチン群で多かった．血漿総コレ

ステロールレベルはペクチン添加群で低値を示した．

C 2 高血圧自然発症ラットの血圧に及ぼすしシチン類の影響

国立栄研・病態栄養　辻　悦子

　目的　高血圧症の予防や進行防止を目的として，各種油｀脂や食品成分と血圧との関連に

つき検討してきた．今回は起源の異なる各種レシチン類について，高血圧自然発症ラット

（S H R ）の血圧への影響につき報告する．

　方法　実験には雄S H Rを用い．対照は市販粉末飼料群とした．実験1 ）生後1 3週齢

の時, 1群８頭ずつ対照群と対照飼料に大豆レシチンを5 % 添加した実験群とした．実験

2 ）生後1 2週令の時, 1群８頭ずつ対照群と対照飼料に卵黄レシチンを5 %添加した実

験群とした．実験3 ）生後I 1 週齢の時, 1群1 0頭ずつ対照群とオキアミレシチンを5

～1 0 % 添加した実験群とした．実験4 ）生後1 8週齢の時, 1群４頭ずつ対照群とオキ

アミレシチy 2 5 %を添加した実験群とした．実験期間は２または３週間で，その後全群

を対照飼料で２週間飼育した．血圧は毎週１回プレチスモ式ラット血圧計で測定した．

　結果　実験1_）実験開始時の血圧は1 7 4 ± 2 ■・Hgであり, 3週後には対照群は1 8 9

±５と上昇したが，実験群は1 7 1±２と上昇が抑制された．実験2 ）実験開始時の血圧

は1 6 3±5 nnHgであり, 3週後には対照群は1 9 0±1 1と上昇したが，実験群では

1 6 9士∠1と明らかに低レベルにとどまった．実験3 ）実験開始時の血圧は1 6∠１±６ ・Ｉ

Hgであり, 3週後に対照群では1 8 4±７と上昇したが，実験群では1 7 6±６と抑えら

れた．実験4 ）実験開始時の平均血圧は２ ０ ０・・Hgであり,対照群はその高レベルを維持

していたが，実験群では飼料投与１週目から明らかに低下し. ．2週目も有意に低値であっ

た．　いずれの実験も実験飼料から対照飼料に切換えると，両群間の血圧の差は無くなった


